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平成10年 3月7日実施

永長員氏（84歳）、永長道生氏（82歳）より永翁義昭氏宅にて聞き取り

〔地名、神社、旧跡について〕

小字について

田－－－－－－永長氏所有の田がある。

山……丸尾山のこと、地蔵が山の中腹にあった。現在観音堂内にある地蔵がその地蔵ら

しい。頂上に柱状節理の玄武岩あり。

テンジンモリ……深谷地の辺り、五尺ぐらいの社の石積みがあったが数年前の水害で流されたため

か今はない。

北……存在しない。

反

蔵

四

地

下

ほのけについて

鍛冶屋づくり……昔鉄を作っていたらしい。山中に多数の鉄くずあり。鍛冶屋が開いたところから

（かんじゃづくり） ヵ。

センチョウ屋敷……昔海が入り込んでいたからカ。

（船長）

山

シ……小字畠田にあり。墓地あり。

ススキヤブ……小字瀬戸口にあり。小富士村と可也山を結ぶ昔の唯一の道路が通る通称一等郡道。

マブリ…・・・決められた面積よりもやや膨らみ、栗のように見えることから。まぶりとはお守

りのことであり、膨らんだ分の作物分余裕ができ生活を守ってくれるという意味

ダキツ

ク

合いがある。

リュウセイジ……昔寺が存在し、墓地があった。

マ・・・・・・曲がり角の部分のみを呼ぶ。

キ・・・・・・小字屋熊内にある。

ン……可也山の辺りを呼ぶ。親、大きい山の意味。

ノブ

ノ

ナ

マ

ラ・・・・・・小字椿尾内O

ラ……小字生水内O ヒロウラがなまったカO

ウゾウ……僧が行をしていたため。裏に滝がある。

ジ－－－－－－大辻カ。

イッポッンタブ……五反田（西貝塚）の近く。一本たぶの木があった。地蔵2体あり。

チョウエムヤシキ……チョウエモンさんが住んでいたから（古来から呼んでいるかは不明）。

オ

ム

ツ

ヤ

コ二

オ

ロ

ギョ

オ

オ

ウ

ヒ

ヤマノウシロ

ガシ……急な坂から竹を投げおろしていたため。

ハタマガイケ……水深50cmぐらいの池があった。犬鳴きという地名あり。

-102-

ノリコシ

ケクタ



〔祭礼について〕

熊野神社

千度潮井……田植えがすんでから、各家庭ごとに海岸に行って石を拾ってお供えする。また、

川じりまで行って葦に藻をまいて持って帰ってくる。

風止め龍もり、八朔祭り・…ー 8月末

神事の祭りー…・10月19日

神 立……10月29日墳の休日。本当は10月29日なのだが勤め人が多く人が集まらないため

二番神事（宮座）……12月15日。大字内で3つの組に分かれて組ごとに集まる家を決めてお祭りをす

る。

神 待・・・…12月31日

農地改革以前は各組ごとに共有田があり（五畝）、収穫物は甘酒の材料や換金して祭りの諸費用に

充てた。約2俵の米がとれる。

観音堂（昭和57年建て替え、その前は天保2年に建て替え）

4月17日－－－－一おこもり

4月27日……不動さま

7月24日一…・地蔵様（今はあまりしていない）

庚申様・・・・・・大字内各地に点在

〔水利について〕

特になし。湧水やため池などにより水は十分確保されている。

現在枯れてしまったり水量減少のためなくなってしまっている溜池が数多くある。

〔その他の話〕

テンポコナシ……なしに似た味のする枝を持つ大木のこと。小金丸との境界付近にあったO 怠け者な

どを指す言葉としても使われる。

記 念 碑……東貝塚公民館の道路向かいにある。明治 9年に起こった火災による復興を記念した

ものらしい。字は風雨にさらされ削られて一部判読が困難な箇所がある。

ボーリングによって現在は水を得ているが、そのために水脈を切ってしまい水の枯れてしまったため

池もあるO また、ゴミ焼却場用の水を得るためのボーリングによって水脈が絶たれてしまうのではない

か、と考えていらっしゃった。

-103-


